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他国が攻めてきたらどうするの？

国を守るために安保法制は必要なの？
安保関連法案をめぐり、テレビ局の街頭インタビューをワイドショーやニュ

ースなどでよく耳にします。その中で、賛成理由の意見がいくつかありますが、

どれも安保関連法案を理解していないようです。第１段は「他国が攻めてきた

ときの反撃のために、安保関連法は必要」という意見について考えましょう。

本紙№2030「集団的自衛権って何？」に記載した、集団的自衛権と個別的

自衛権の違いを思い出して下さい。もし、他国から日本が攻撃された場合、自

衛隊が緊急出動し反撃します。自衛隊はそのためにあるのです。これは個別的

自衛権で対応することになります。従って、集団的自衛権に基づく安保関連法

が必要という意見は大きな間違いですよね。

自民党は、「教えて！ヒゲの隊長」というタイトルの動画を作成し公開しま

した。上記の意見を主張しています。これに対し、「【あかりちゃん】ヒゲの

隊長に教えてあげてみた」というタイトルで反論の動画が公開されています。

もう有名ですよね。
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